
　 編集後記

　本誌を支える科研の代表の方に、原稿が出そろった段階で、「地理学
的知性の炸裂か」と投げかけたところ、「知性」というとなんとなくお
行儀が良いので、むしろ「地理的知へのあくなきこだわり、探求、ある
いは、一心不乱の戯れ（これが一番近い？）、というところでしょうか。
こういうことが書きたい！それを発表・交換する媒体が欲しい！」、と
のご返答をいただいた。ということで、多くの寄稿を「包容」した結果、
昨年よりさらにボリュームが増え、内容もバラエティに富み、22号を
数える本誌での最大の分厚さとなった。
　本科研には奇しくも東西の日本の地理学界を代表する研究誌の編集
チーフのお二方がメンバーでおられる。ともすれば背表紙の雑誌名も読
みづらい薄さもある中、3号分ほどある分厚さに苦笑されているかもし
れない。ともあれ、地理的知をさらに汲み取ってゆく、掘り起こしてゆ
く必要は大いにありそうだと実感している。もちろん戯れだけにはとど
まらない、社会実装的な実践も併せて地理学に求められていることは言
うまでもない。　

「空間・社会・地理思想」第22号編集代表者　水内俊雄

空間・社会・地理思想　第22号

発　行　日／ 2019年 3月 13日
編　　集／ 科学研究費基盤研究（B）「場所・物質・

人の関係性に注目した知の形成に関する
地理学史研究」（研究代表者　福田珠己）

 編集代表者　水内俊雄（大阪市立大学）
編集協力／ （有）地域・研究アシスト事務所
発　　行／ ©福田珠己
 大阪府立大学大学院
 人間社会システム科学研究科
 〒 599-8531　堺市中区学園町 1-1
 電話 072-254-9633　ﾌｧｯｸｽ 072-254-9933
 tamami@hs.osakafu-u.ac.jp
印　　刷／ 野村印刷（株）
 〒 547-0034 大阪市平野区背戸口 1-4-22
 電話 06-6760-3001　ﾌｧｯｸｽ 06-6760-3030


